
公明党の要望・提案が、公明党の要望・提案が、

新年度予算で続々とカタチに！新年度予算で続々とカタチに！
トピックス①

　切れ目のない伴走型相談支援をより強化するため、区と
子育て家庭との接触機会が不足しがちな１歳児を養育する
家庭にアンケートを実施し、育児での悩みやニーズを把握
する機会としていきます。アンケート回答者に対し、こど
も商品券３万円分を支給します。 

アニバーサリーサポート事業

健康づくり課　　　　　　　　 　☎03-5744-1661お問合せ先

トピックス③

　がん治療による外見の変化に伴う心理的な負担や社会
生活上の不安を和らげ、がん患者の方が治療を受けながら
自分らしく生活できるよう支援します。3万円を上限に、
ウイッグや胸部補整具等の購入費の一部を助成します。

医療用ウイッグ（かつら）等の購入費助成

健康づくり課　　　　　　　　　 ☎03-5744-1661お問合せ先

トピックス④

　公共交通不便地域の新たな交通手段として期待される
デマンド交通（エリア限定の予約制乗り合い交通）の実証
実験が７月頃を目途に２つの地域で実施される予定です。
約１年の実証実験の結果を踏まえ、今後の展開を検討して
いきます。 

デマンド交通（予約制乗り合い交通）

都市計画課 公共交通・臨海部担当　☎03-5744-1303お問合せ先

トピックス②

　産後６か月までの産婦に産後ドゥーラ、２歳までの子ども
を育児中の世帯にヘルパー・助産師を派遣し、産後の家事・
育児の負担軽減を図る事業について、利用枠が拡充されます
（産後ドゥーラは12時間までに、ヘルパー・助産師派遣は
初回２時間無料で20時間までに）。加えて、産後ドゥーラ
養成講座の受講料の補助が新たに実施されます。

産後の家事・育児援助事業の拡充
（産後ドゥーラ受講料補助も）

子ども家庭支援センター　　　　 ☎03-6410-8551お問合せ先

※写真はイメージです

緊急要望書を提出
　大田区議会公明党と自由民主党大田区民連合は
共同で、「給食費に関する無償化」について緊急要望
書を松原忠義 大田区長に提出しました。
　給食費の無償化については、その必要性を感じ
つつも、かねてより区の単独の財源にて行うこと
については、財政負担の観点からも慎重になるべきと主張しておりました。
　しかしながら、昨今の物価高騰のスピードに、賃上げのスピードが追い付いていない
状況を鑑み、まずは緊急的な対策として、区立小中学校における学校給食費の無償化
を実施していくよう求めました。あわせて、自治体間の政策により格差を生むことが
ないよう、さらには子どもの発育の根幹をなす学校給食の恒久的な無償化の実施に
向け、国や都に財源の手当てを行うよう働きかけていくことについても要望しました。

引き続き、区議会公明党は、政策実現力で
子ども関連政策の拡充をリードしていきます！

「給食費の無償化の実現を！」
物価高騰対策の一環として物価高騰対策の一環として

「給食費の無償化の実現を！」「給食費の無償化の実現を！」
物価高騰対策の一環として

「給食費の無償化の実現を！」
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私たち区議会公明党の各議員が、担当地域ごとに区民相談をお受けしております。 
いつでもお気軽にご相談ください。 TEL 03-5744-1488

弁護士による無料法律相談のご案内
第１・第３木曜日の午後２時より、区議会公明党控室で開催。
当日正午より予約受付（☎03-5744-1488）を行っております。
★必ずご予約の上、お越し願います。
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山積する社会課題を見据え、持続可能な未来への戦略的な投資を！
大田区議会　令和５年 第１回定例会が開催されました。

　２月１５日から３月１０日までの会期で、令和５年大田区議会 第１回定例会が開催
され、代表質問に 松本洋之 議員、一般質問に 岡元由美 議員・広川恵美子 議員が
登壇。各委員会では議案審査、請願・陳情審査、また令和４年度補正予算の審査が
行われました。 
　主な質問の内容は、以下の通りです。

令和５年 予算特別委員会が開催されました。
　予算特別委員会では、松本洋之 議員が副委員長に就任し、令和５年度一般／各特別会計予算の
認定について、６日間にわたる活発な審議が交わされ、採決の結果、賛成多数で可決されました。

松本 洋之 議員

代表質問

大橋 武司 議員

総括質疑

小峰 由枝 議員

しめくくり総括質疑

岡元 由美 議員

一般質問

広川 恵美子 議員

一般質問

代表質問、一般質問の
内容については、ホームページで

ご覧いただけます。

　　　　　  ①令和5年度予算について　②ふるさと納税で財源が流出している問題について
③DXの取り組みについて　④ワンストップ窓口について　⑤電子決済サービスについて　
⑥防災対策について　⑦包摂的な地域づくりについて　⑧まちづくりについて
⑨英語教育の推進について　⑩松原区長16年の思いについて

　　　 住んでいてよかったと感じる大田区に！
本格的な少子化、超高齢社会を迎え、どう地域の活力を高め、安心して暮らせる地域
社会を築いていくか。そのためには、包摂的な地域づくりなど多角的な視点からの
取り組みを進め、持続可能な財政運営を行っていくこと。また、区民の生活に役立つ
区役所になることが重要です。その観点から様々提案、要望させて頂きました。

　　　　　  ①区財政について　②子育て支援について　③学校給食費の無償化について　
④重層的支援体制整備について　⑤避難行動要支援者対策について　⑥電子回覧板について　
⑦特殊詐欺（オレオレ詐欺等）被害防止対策について　⑧京急平和島駅周辺まちづくりについて
⑨駅ホームドア設置について　⑩デジタルスキル向上講習会について　⑪魅力ある公園づくりについて

　　　 学校給食の無償化の実施を！
エネルギー価格の高騰や物価高の影響により、食材や日用品もこれまでにない急激
な値上がりをしている状況の中、物価上昇に負けない賃上げが必要だが追いついて
いないのが実情であり、子どもたちの健康と健やかな成長のため、学校給食費の
無償化を行うことを強く要望致しました。

　　　　　  ①認知症予防対策について　②空家対策について　
③ヤングケアラー支援について　④STEAM教育について

　　　 コロナ禍で浮上した課題解決のための柔軟な体制を！
孤立化を余儀なくされたコロナ禍。今後は認知症患者数の増加やヤングケアラー
の深刻化が顕在化することなど、懸念されています。本区として、参加したくなる
「認知症予防」の取り組みや、ヤングケアラーに繋げることのできる「庁内横断的
支援」が重要であり、早急な対応を！と訴えました。

　　　　　  ①がん患者への支援について　②帯状疱疹ワクチンの接種費用助成について
③産前・産後の母親に寄り添う支援について　④老いじたく推進事業について 他

　　　 住みよい街・希望ある街・元気な街、
　　　大田を目指して
都の支援制度を活用して、医療用ウィッグなどの購入費を補助するよう求め、来年度
から実現となります。帯状疱疹ワクチンの接種費助成の要望に対しては、実施につ
いて検討を進めていくとの答弁でした。また産後うつや児童虐待を防止するための
産前からの切れ目ない支援、欠席が長期化しない不登校対策の強化を求めました。

　　　 区民を支える持続可能な施設整備を
大田区の公共施設整備にかかるコスト増は、施設数が多すぎることにあることから、
区民サービスの機能向上を踏まえた施設の集約を行うとともに、今後の人口減少を
見据えた施設数の縮減と、集約化に伴う余剰施設は財源確保のための売却を含めた
有効活用を求めました。

　　　　　  ①大田区の公共施設整備について　②産業振興構想について

令和５年 予算特別委員会での主な質疑
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質問項目

■総　務　費 ・避難所でのペット同行避難訓練 ■衛　生　費 ・乳がん検診における超音波検査の導入
・子育て中のお母さんの繋がる支援

■教　育　費 ・不登校支援員の活用
・誰も取り残さない大田区の学校教育
・学校における防災ヘルメットの更新

■土　木　費 ・田園調布地域の水害対策

■都市整備費 ・区営／区民住宅の家具転倒防止器具取付跡
　原状回復義務免除
・商店街の存続における要綱改正
・ベンチのあるやさしい街づくり
・デマンド交通の実証実験に向けて
・下丸子地域の治水対策

■福　祉　費 ・ドゥーラの確保と産前からの利用拡大
・在宅子育て家庭の一時預かり拡充
・病児保育の周知徹底と送迎サービスの導入
・食品ロスの削減とフード支援体制の構築
・内部障がいの理解啓発の推進
・福祉施設における災害情報の文字化
・デフリンピックの普及・啓発
・生活保護申請に係わる提出書類

■産業経済費 ・SDGsに適う産業施策
・羽田イノベーションシティ・都市計画公園の
　防災の取り組み




